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連結業績ハイライト

♦売上高 ： 204億90百万円 前年同期比△19億97百万円 減収

♦営業利益 ： △29億 2百万円 前年同期比△33億４３百万円 減益

♦ : △30億67百万円 前年同期比△32億75百万円 減益

•

親会社株主に帰属する

四半期純利益

♦経常利益 ： △28億17百万円 前年同期比△33億60百万円 減益
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注:
1. 前期に取得した家族亭、サンローリーによる連結営業利益への影響



主力業態既存店業績推移
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業態別店舗数
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2021年3月期連結業績予想
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事業別施策実施状況
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ファイナンスの目的と背景

19
注:
1. 本調達で得られた資金のうち、①-③に残余金が生じた場合には借入返済に充当する予定です

エクイティファイナンスの目的

• 当社グループは、経営ビジョンとして「100年企業として必要不可欠な社会的インフラになること」を掲げ、その実現に向け
て社会及びお客様のニーズの変化に対応することを目的とした既存業態のバリューアップ・収益性の改善・プレゼンス強化、
必要人材の安定確保を可能にする未来オペレーション開発、ボリュームメリット追求のためのアライアンス・Ｍ＆Ａ、新業態
開発及び海外での本格展開等に取り組んでおります

• 一方、新型コロナウイルスの感染拡大という未曽有の事態を受け、成長戦略の鈍化を余儀なくされました。緊急事態宣言解除
後、業績が徐々に回復しつつある現在、早期に各事業を成長軌道に乗せるべく、新規出店投資や業務運営の効率化を目指した
システム投資などの成長投資の再開と、借入金等の圧縮を図り財務健全性を向上させ資金調達余力を確保する必要があると考
えております

• 本エクイティファイナンスにより、自己資本を拡充することで財務戦略の柔軟性を確保し、今後の更なる成長を見据えた機動
的な投資の実施を可能にいたします

資金使途

新店投資（52店舗）1

• 金額：約37.1億円／支払予定時期：2021年1月～2025年3月
• 概要：収益力の高い業態等を中心に52店舗の新規出店投資資金。中食需要を取り込む新規事業についての出店も検討

店舗改装投資2

• 金額：約3.4億円／支払予定時期：2021年1月～2025年3月
• 概要：和食さと業態、にぎり長次郎業態等の店舗改装投資資金。収益影響の大きい店舗を優先しながら、定期的な改装投資を再開

業務改善（家族亭・サンローリーPMI・システム改善）3

• 金額：約4.2億円／支払予定時期：2021年1月～2025年3月
• 概要：新たに連結子会社となった家族亭及びサンローリーの本部機能統合に係るシステム投資や、店舗運営の業務改善のためのシステム投資資金

借入金返済4

• 金額：約17.2 (1)億円／支払予定時期：2021年4月～2025年3月
• 概要：新型コロナウイルス感染拡大に伴う借入金の返済及び社債の償還



新株予約権概要
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発行方法 モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社に対する第三者割当

発行概要 発行決議日 2020年11月11日

割当日 2020年11月27日

行使可能期間 2020年11月30日～2023年11月29日

調達予定金額 約61.9億円 (当初行使価額による調達金額。行使価額修正条項により変動)

発行新株予約権数 67,000個

当該発行による潜在株式数 6,700,000株

潜在希薄化率 約19.3%(1)

行使価額 当初行使価額 922円（発行決議日前日終値×100%）

行使価額の修正 行使請求日毎に、前取引日の終値×92%に行使価額が自動的に修正

上限行使価額 なし

下限行使価額 646円 （発行決議日終値×70%）

その他 行使許可 割当先が行使許可申請をした場合、行使可能となる株数および期間を指定した上で、当社は行使許可通知が可能
（行使許可期間の最長は60取引日）
当社は一度出した行使許可をいつでも取り消すことが可能

取得条項 当社の取締役会決議により発行価格でいつでも取得可能
（ただし行使許可期間中は取得決議は出来ない）
行使期間満了時に残存がある場合、発行価格で取得

第1回新株予約権

注:
1. 対発行済株式数は2020年9月30日時点の発行済株式数(自己株式を除く)34,650,841株を基準に算出



新株予約権のイメージ (1)
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行使価額の修正

注:
1. イメージであり、実際の当社株価の推移を予想若しくは保証するものではありません

複数回による行使と行使価額の分散 ⇒ 株価への影響を軽減（当社株式の供給が一時的に過剰と
なる事態を回避）

行使時の資金調達イメージ

本新株予約権1個当たりの交付株式数は固定されているため行使時の株価水準に応じて、資金調達額が変動します

行使が行われる
株価水準

（下限行使価額
以上の水準）

下限行使価額の設定 ⇒ 株価下落時の配慮

当初行使価額
922円

（発行決議日終値）

下限行使価額
646円

（発行決議日終値×70%）

株価

行使価額
本新株予約権の行使価額は、行使の都度、
行使請求の通知日の直前取引日終値の
92%に相当する価額に修正されます

払込 行使 行使 行使 行使 行使 行使

本新株予約権の対価の払込による資金調達の額 本新株予約権の行使による資金調達の額

割当時の

資金調達
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貸借対照表（ＢＳ）
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SDGsへの取組み
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2021年3月期 出店店舗



28

2021年3月期 出店店舗




